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広報みなみいず ２０１１．１１２

害想定の見直しを受け、整合性を
図りながら、南伊豆町地域防災計
画を見直すとともに、水害対策な
どにつきましても、避難マニュア
ル等の見直しを検討してまいりま
す。
　今後３０年以内の東海地震の発生
確率が８７％と言われている現状に
おいて、短期的防災対策として、
６月定例会南伊豆町一般会計補正
予算第１号でご承認いただきまし
た防災ラジオにつきましては、１０
月末までの配布を、避難所用の自
家発電機などにつきましても、来
年１月末までに配備できるよう準
備を進めております。
　また、９月定例会南伊豆町一般
会計補正予算第２号において計上
いたしました津波監視カメラや湊
区逢ケ浜への同報無線屋外子局の
設置等につきましても、整備を進
めてまいりたく、ご審議のほどよ
ろしくお願いいたします。
　今後の防災対策につきましては、
中・長期対策及びハード・ソフト
も含め、県との連携を図りながら
整備を進めてまいりたいと考えて
おります。

　平成２３年南伊豆町議会９月定例
会の開会にあたり、次の６項目に
ついて行政報告を申し上げます。
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　３月１１日に発生しました東日本
大震災を受け、「津波対策の推進
に関する法律」が６月２４日に公布
され、同日付けで施行されました。
　また、中央防災会議の地震・津
波対策専門調査会は、今月１７日に
防災基本計画の見直しに係る津波
対策について、国の行う警報発表
の改善や観測体制の強化及び地方
自治体が行う津波想定やマニュア
ルの見直しなどを大幅修正し、拡
充する方向を確認するなど、地震
防災関係の法令及び計画等が急ピッ
チで整備されつつあります。
　静岡県では、４月１５日「津波対
策検討会議」を早々に設置し、被
害想定等の見直しに着手していま
すので、静岡県が定める第３次被

　３月１１日に発生しました東日本
大震災以降の電力不足を受け、政
府は７月１日、東京電力及び東北
電力管内の大口電力需要者に対し、
昨年度比１５％の節電を義務付ける
電気事業法第２７条に基づく電力使
用制限令を発動しました。
　役場庁舎を始め清掃センター等、
本町に電力使用制限令の該当施設
はありませんが、１５％以上の節電
を目標に取り組んでまいりました。
　本町におきましては、従前から
冷暖房運転基準による冷暖房、昼
休み中のパソコンや照明等の電源
切断及び外灯の間引きなどを実施
してまいりました。この夏は、さ
らに庁舎・事務所の冷房時間短縮、
事務室照明灯の間引きなどを実施
し、役場庁舎においては、本年３
月分から８月分までの昨年同期比
で、電気使用量が２０．９４％の減、
電気料金が１１．５９％の減となりまし
た。
　また、中央公民館及び体育館等
の町民開放施設を含む教育施設等
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におきましても、電力使用削減対
策を実施し、全体では電気使用量
が１７．９５％の減、電気料金が７．６２％
の減となり、目標の１５％減を達成
したところであります。
　東京電力は、電力使用制限令を
９月９日に解除しましたが、小口
需要者に求めている１５％節電は引
き続き要請する方針ですので、冬
の需要期に向け、本町でも節電方
針を継続するなど、中長期的な視
点で取り組んでまいる考えであり
ます。
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　本年７月から８月における観光
客の入込み状況がまとまりました
ので、報告いたします。
　今年は、台風や高波、７月中旬
と８月下旬の天候不良、また東日
本大震災による原発事故、津波の
風評被害などが影響し、全体では
２１４，４９０人で、対前年同期比７８．４３％
と大幅な減となりました。
　分野別に見てみますと、弓ヶ浜
海水浴場は５７，３１３人で、対前年同
期比６８．５０％、子浦海水浴場は３，１７０

人で、対前年同期比８５．６１％、中
木海岸は２１，４５０人で、対前年同期
比８０．２１％でした。
　なお、弓ヶ浜と子浦の両海水浴
場では、海水浴客の安全安心を確
保するため、放射性物質検査を６
月、７月及び８月に実施した結果、
両海水浴場とも放射性ヨウ素、放
射性セシウムは検出されませんで
した。
　民宿旅館等の宿泊客数は、民宿
が２２，５５４人 で、対 前 年 同 期 比
７１．０５％、旅館等が３５，５４２人で、
対前年同期比９０．５９％、全体では
昨年同期比で８１．８５％となりまし

た。
　また、観光施設につきましては、
２３，７６８人で、対前年同期比８５．７７％
となっております。
　各地域で実施した花火大会を始
めとする各種イベントや祭りなど
は、１８，２４３人で対前年同期比
７７．０６％となりました。
　町営温泉（銀の湯、みなと湯）
の利用状況は、２７，９５０人で、対前
年同期比８７．３５％となりました。
銀の湯会館が１８，４９９人で対前年同
期比８８．９０％、みなと湯が９，４５１人
で対前年同期比８４．４８％となってお
ります。
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　６月１２日、第２回伊豆国立公園・
弓ヶ浜オープンウォータースイム
レースが開催され、各地から１５８
人の参加があり、内５５人の方に町
内へ宿泊していただきました。
　続いて、９月１１日開催の第１回
国際マスターズオープンウォー
タースイムレースには、各地から
１８７人の参加があり、内８０人の方
に町内へ宿泊していただきました。
この８０人の中には、招待選手であ
るスウェーデンから参加の元オリ
ンピック出場選手、アメリカから
取材に訪れたスポーツジャーナリ

ストも含まれております。
　また、８月２７日、２８日の両日は
第１３回弓ヶ浜ビーチバレー大会が
開催され、各地から４７２人の参加
があり、内４６０人の方に町内へ宿
泊していただきました。
　このような行事へのサポート体
制でありますが、８月のビーチバ
レーの際には、地域宿泊施設関係
者及びＮＰＯ団体等の手によりバー
ベキューのおもてなしが実施され
るとともに、９月の国際マスター
ズの際には、観光協会を事務局と
する地域実行委員会が前夜祭「黒
潮ウエルカムファンクション」を
開催し、参加者の歓迎にあたりま

　現在の経済状況を見てみますと、
サブプライムローン問題から端を
発し、大手金融機関のリーマン・
ブラザースの破綻など、アメリカ
発の経済不況が日本を始めとする
全世界に広がりました。
　やっと立ち直りが見えてきたと
ころに、３月１１日に発生しました
東日本大震災は、原発事故、津波
の風評被害、計画停電など、当町
の経済に対しても、非常に大きな
影響をもたらすこととなりました。
　加えて、今年の夏の台風、高波、
天候不良などにより、観光客の入

込みが大幅な減となるなど、厳し
い状況が続いております。
　このような状況に対応するため、
観光面につきましては、海、山、
自然を活用しての通年型のイベン
ト、トップセールスを始めとする
誘客キャンペーン、外国人誘客の
ためのインバウンド事業などを展
開してまいります。
　また、９月定例会南伊豆町一般
会計補正予算第２号に計上いたし
ました観光協会が行う京浜方面か
らの誘客事業『伊勢海老号』の運
行支援や、商工会が行う『南伊豆
プレミアム商品券』の発券支援な
どにより、町内産業の活性化を図っ
てまいる考えでありますので、ご

審議のほどよろしくお願いいたし
ます。
　雇用対策につきましても、平成
２１年度から継続実施しております
緊急雇用創出事業により、平成２２
年度までに１５人の雇用を確保して
おり、今年度も１５人の雇用を創出
する予定です。
　今後とも、関係団体と連携しな
がら、各施策等を積極的に展開し、
産業の活性化を図ってまいります。

した。
　今後は、１０月２日に第２回南伊
豆・弓ヶ浜アクアスロン大会が開
催される予定ですが、既に各地か
ら１４０人以上の参加申込みをいた
だいており、当日の大会運営には、
地域宿泊施設関係者がボランティ
アとして参画することになってお
ります。
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�２２年度三坂（中木）漁港農山漁
村地域整備交付金事業陸閘門扉
製作設置工事

１１，０２５，０００円
�住軽日軽エンジニアリング

�２３年度三坂（中木）漁港農山漁
村地域整備交付金事業陸閘門扉
製作設置工事

７，７０７，０００円
�住軽日軽エンジニアリング

�落居１号橋２号橋補修工測量設
計業務委託

１１，０２５，０００円
�ウエマツコンサルティング

�普通河川小沢川河川改修工事
３，９１６，５００円

�宇田建設南伊豆営業所

�町道成持吉祥線道路改良工事に
伴う二条地区配水管布設替工事

５，１４５，０００円
�菊池設備工業

�三坂漁港水産物供給基盤機能保
全計画策定業務委託

５，４６０，０００円
�建設コンサルタントセンター

�簡易水道等施設整備事業下小野
地区配水管布設替工事（第１工
区）

３６，３３０，０００円
�渡辺住宅設備南伊豆支店

�簡易水道等施設整備事業市之瀬
地区配水管布設替工事

１８，６６９，０００円
飯泉設備工業

�簡易水道等量水器一斉交換工事
２，４１５，０００円

�イナセツ南伊豆支店

�町公共下水道事業下賀茂処理分
区管渠築造工事（第３工区）

１７，２８１，９５０円
�西田

�湊地区配水管布設替工事（第１
工区）

４，５１５，０００円
�塩崎工業

　以上で、平成２３年９月定例会の
行政報告を終わります。

　平成２３年度第２四半期（７月か
ら９月）における主要建設事業等
の発注状況は、次のとおりであり
ます。

�南伊豆認定こども園建設工事
３７８，０００，０００円

長田・平井特定建設工事共同企業体

�大規模地震対策事業可搬ポンプ
付積載車購入
 １５，５４０，０００円

�東海消防機材商会

�大規模地震対策事業消防団用耐
火服購入

２，７４３，６５０円
�平和防災産業

�焼却施設定期補修工事
４０，８４５，０００円

�タクマ

�２２年度三坂（中木）漁港農山漁村
地域整備交付金事業陸閘下部工事

６，９４９，９５０円
恵比寿建設�

　認定こども園の建設にあたりま
しては、「認定こども園建設基本
計画」を基に、去る６月２８日に入
札を行い、長田・平井特定建設工
事共同企業体（代表・長田裕二郎
長田建設社長）が３億７，８００万円
で落札し、７月１日には、南伊豆
町議会臨時会でご承認いただき、
建設に向けて動き始めました。
　また、７月１２日には、長田・平
井特定建設工事共同企業体主催の
「建設工事安全祈願祭」が開催さ

れ、工事の無事完成を祈ったとこ
ろであります。
　なお、現在の進捗状況
でありますが、外溝の擁
壁及び敷地中央の河川暗
渠化の工事とともに、園
舎本体の基礎工事に着手
しているところでありま
す。
　平成２４年４月の開園を
目指し、今後とも町民の
皆様、保護者の皆様から
親しまれ、愛される認定 ��������	
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こども園の建設に邁進してまいる
考えであります。



広報みなみいず ２０１１．１１６

して、沿岸部へ１万個のおにぎり
の炊き出しを実施しました。４月
末まで１日平均４～５千個の炊き
出しを実施し、地域が一丸となっ
て災害に立ち向かったそうです。
　三陸と伊豆半島の地形は良く似
ていました。
　今後、想定される東海地震の発
災に一丸となって立ち向かえる地
域でありたいと思いました。
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　被災地は発災からちょうど６カ
月が経過し、落ち着きを取り戻し
つつあるような印象を受けました。
　発災後の初動時における地域の
連携にあたる、興味深い事実を聴
きましたので紹介します。
　発災後、山田町の沿岸部は津波
およびそれに伴う火事により壊滅
的な被害を受けました。これは、
津波自体の威力とともに道路がが
れきの山と化したことにより、消
火作業が全くできなかったことが
原因です。火事は山林火災にまで
発展しています。
　ただし、これは沿岸部の状態で
あり、山間部は停電をはじめライ
フラインに支障はあったものの人
的な被害や家財等の損失はなく、
発災翌日には発電機による精米を

�９月１１日に投票日を迎えた岩手
県知事、県議会議員、山田町議
会議員選挙事務の補助業務
�義援金等の金銭的な災害関係支
援の交付申請受付業務
　（山田町健康福祉課にて）
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しました。今後の復興に向けても、
住民が主体となった取組み、コミュ
ニティを重視した町づくりが大切
であると考えます。
　今回の派遣での活動は、災害後
の健康課題だけでなく、地域を中
心とした活動の大切さを学びまし
た。貴重な機会をいただいたこと
を感謝します。

者の健康に与える影響について調
査するもので、今後も長期間の追
跡調査が行われる予定です。被災
者の生活基盤を立て直すことが最
優先されますが、健康管理という
問題も、今後の生活において重要
課題であることを再認識しました。
　また、活動を通じて、山田町の
職員や町民の方々と話をする中で、
今回のような甚大な被害の場合、
行政による救援は遅れ、住民同士
の地域のコミュニティが重要な役
割を果たしたことを教えていただ
きました。いくら堤防などの建造
物で防ごうとも自然の脅威は計り
知れず、町民同士が互いに手を取
り高台に逃げ、地域の力で多くの
命が救われたこと、避難所におい
ても励まし合いながら苦境に立ち
向かっていたこと等、住民同士の
絆、コミュニティの重要性を痛感

�����９月１１日～１７日
� � ��岩手県下閉伊郡山田町
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　震災から半年が経過した山田町
では、仮設住宅への入居も進み、
仮の住まいではあるが、ようやく
落ち着ける場所を確保できたとい
う声を多く聞きました。
　今回の活動は、心血管疾患の増
加やＰＴＳＤ（心的外傷後ストレ
ス障害）の発生など、災害が被災

�被災者健康調査の問診業務
������������

��������	��������	

������������
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�����９月８日～１７日
� � ��岩手県下閉伊郡山田町
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　９月２８日、南中小学校５年生と南伊豆幼稚園、

南崎保育所の園児が、加納の水田で稲刈りを行い

ました。農協青壮年部が、食育と農業体験の一環

として毎年行っているものです。

　９月２９日、南上小学校５年生が稲刈りを行いま

した。総合学習の一環として、南伊豆町が発祥地

の米「愛国」の田植えから稲刈りまで体験し、収

穫した米で食味会や学習発表を行います。
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　１０月２日、弓ヶ浜海岸で第２回南伊豆・弓ヶ浜

アクアスロン大会が開催され、県内外から１８３人

が参加しました。初心者の部、一般の部それぞれ

のコースで泳ぎ、続けて海岸道路を力走し順位を

競い合いました。
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　１０月２日、黒潮フィッシング大会が開催され県

内外から１０５人が参加しました。釣り船１６隻に分

乗し、神子元島周辺や下田沖で釣果を競い合い、

その結果、４．５４�のワラサを釣った神奈川県の池

田さん（寿広丸乗船）が優勝しました。

　１０月８日、第３０回静岡県警察少年柔道・剣道錬

成大会が静岡市で開催され、南伊豆町剣道スポー

ツ少年団女子Ａチームが団体戦で３位に入賞しま

した。選手らは、「指導してくれる先生や、送迎

してくれる親に感謝します」と語りました。

　１０月２３日、第８回フェスタ南伊豆が中央公民館

で開催され、地元産業団体や姉妹都市の長野県塩

尻市による地場産品の展示販売や健康測定などが

行われました。また、団体貸切列車「伊勢海老号」

の観光客もバスで会場に訪れました。
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��������������������� ������������������������

� �� �

� � � �

� � � �

� � � �

� � � �

� � � �

�����

� �� �

�� � �

�����

������

�� � �

� � � �

�����

� �� �

� �� �

� � � �

� � � �

�����

������

�����������

��������

�������

�����

������

�����

�������

��������	

���������	

�������

������

��������

���

�����

��

�������

������

������

����

��������

　図書館には、普通の絵本より何
倍も大きく、開くと１�近くにも
なる大型絵本が２７冊あります。学
校や保育所、幼稚園、おはなし会
などで読むと大変喜ばれます。お
話の主人公が大迫力で目の前に迫っ
てきて、子どもたちの目が輝きま
す。
　昔話もありますので、高齢者へ
の読み聞かせにも、
どうぞご利用くださ
い。

　「本を少し破いちゃったので弁償
させてください」「この程度なら
こちらで修理できますし、読めな
いわけではありませんので大丈夫
です」　しかし、まれに汚損がひ
どく、弁償していただく場合もあ
ります。
　次に読む人のことを思ってご利
用ください。
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　南伊豆町の皆さん、こんにちは。
信州の山々もすっかり色付き、秋
の深まりとともに冬の足音を感じ
させる、今日この頃です。
　秋と言えば、「実りの秋」「食欲
の秋」と形容されるように、食べ
物のおいしい季節です。今回は、
塩尻の秋の味覚「そば」をご紹介
します。
　市内の本山宿は、「そば切り発
祥の地」として知られ、そのゆえ
んは、宝永３年（１７０６年）出版の

「風俗文選」に「蕎麦切りといっ
ぱ（いうのは）、もと信濃の国本
山宿より出て、あまねく国々にも
てはやされける」と記されたこと
によります。この地域では、今で
も多くの家庭で、ソバ打ちの技術
が伝えられているそうです。
　塩尻のソバは、朝夕の寒暖の差
が大きい標高８００�付近の畑で栽
培されることから、風味が濃く、
のど越しも良いことが特徴です。
特に本山地域で栽培された玄ソバ
を使った、香り高いそばは、市内
外の皆さんから愛され、親しまれ
ています。

　新そばの季節。信州への紅葉狩
りの道中、ひと味違う塩尻のそば
を堪能しに、ぜひ立ち寄りくださ
い。
����塩尻市観光協会
　　�０２６３－５４－２００１
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����������（１個分エネルギー１７４kcal、塩分１．１g）
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����　１１月２１日（月）　１３：３０～１５：００
����　中央公民館　１階ホール
����

・平成２４年４月から入園対象児童の入園を希望する方
・育休復帰等のため年度途中に入園対象児童の入園を希望する方
・平成２４年４月から南崎保育所で保育に欠けない児童の入園を希望する方
＊上記日程で都合の悪い方に限り、１１月２２日（火）から２５日（金）まで（祝
日を除く）、教育委員会で入園受付を行います。ただし、面談は指
定する保育所または幼稚園で行います。

� � �　教育委員会　学校教育係　�６２－０６０４

������

・保育所および認定こども園長時間部は、入園月の初日に満１０ヶ月
に達している児童から小学校就学前の児童となります。
　＊「保育に欠けること」が入園の要件となります。
・認定こども園短時間部は、平成２４年４月１日時点で満３歳に達し
ている児童から小学校就学前の児童となります。
＊南崎保育所では、保育に欠けない児童（私的契約児）であって
も、平成２４年４月１日時点で満３歳に達している児童から小学
校就学前の児童を入園対象とする予定です。

　平成２４年度の保育所・認定こども園への入園申込を、以下のとおり受
付します。当日はお子さんの健康状態等を確認するための面談を行いま
すので、入園希望のお子さんと一緒にお越しください。
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��　１１月２４日（木）　１３：３０～１５：３０

��　下田市民文化会館　大ホール

＊関係書類は、対象の方に事前に送

付しますので必ず持参してください。
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��　１１月２４日（木）

�１０：００～１２：００　�１３：３０～１５：３０

��　下田市民文化会館　大会議室

＊�、�は同じ内容です。平成２３年

分から青色申告決算書用紙は確定申

告書用紙に同封します。

＊不足する書類がある場合は、説明

会場または下田税務署で配布します。

���　下田税務署

　　　　�２２－０１８５　
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　精神に障害のある方たちが、心を

込めて制作した作品の展示会です。

��　１１月２６日（土）～１２月２日（金）

　　　９：００～１６：３０

　　　＊１２月２日（金）は１４：３０終了
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　精神に障害のある方たちや特別ゲ

ストによる合唱やバンド演奏！

��　１２月２日（金）　１１：００～１４：４５
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　障害福祉サービス事業所で作られ

ているものを、ぜひご賞味ください。

��　１２月２日（金）　１０：００～１５：００

������静岡市民文化会館

　　　（静岡市葵区駿府町２－９０）

���　県精神保健福祉協会

　　　�０５４－２０２－１２２０

�����������

���１１月１９日（土）　１３：３０～

���中央公民館

��

・田中　潤（学習院大学文学部助教）

　「石室権現と伊豆山修験」

・西村慎太郎（国文学研究資料館准教授）

「近代南伊豆の石材生産と流通」

＊参加費無料、予約不要

＊東洋美術学校による古文書修復の

パネル展示も行います。

����教育委員会

　　　　�６２－０６０４

　伊豆南・東海岸に伝承されている

民俗芸能の魅力を広く伝え、また震

災復興支援事業として、岩手県大船

渡市の「虎舞」も上演します。

＊下賀茂の籠獅子も参加します。

��　１１月２３日（水・祝）

　　　１３：３０～１６：００

��　伊東市観光会館

　　　（伊東市和田１－１６－１）

��

・北川鹿島踊り（東伊豆町）

・湯川鹿島踊り・お船歌（伊東市）

・下賀茂籠獅子（南伊豆町）

・大船渡市長メッセージ

・碁石組虎舞、門中組虎舞（大船渡市）

����県教育委員会文化財保護課

　　　�０５４－２２１－３１８３

��　企業が学生に対し、業務内容、

採用計画等を説明します。

��　１２月３日（土）　１３：００～１６：３０

��　県男女共同参画センターあざ

れあ（静岡市駿河区馬渕１－１７－１）

��　県内で就職を希望する学生

����県男女共同参画課

　　　�０５４－２２１－２８２４
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婚姻日お名前（旧姓）地区

９．７鈴木英俊・　恵　（加藤）石廊崎

９．２５�野拓也・美沙（杉原）中木
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月　日年齢氏　名地区

９．３６９箱 田 一 三蛇石

９．９６２飯 田 久 夫妻良

９．１７５７山 本 新 美大瀬

９. １８９４山本�之助大瀬
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父・母誕生日赤ちゃんの名前地区

圭司・唯希衣９．１０土 屋 結  斗 
ゆう と

湊

克則・亜樹　９．１２藤原 英  美  里 
え み り

青市

��������	
�

　犯罪被害者は、犯罪被害による直

接被害のほかに精神的、経済的、時

間的な困難や負担、報道によるスト

レスなど被害後に生じるさまざまな

問題に苦しめられています。

　本人はもちろん、その家族の方も

「突然のことで何をどうしてよいの

か分からない」「法律的なことや今

後のことを相談したい」「専門的な

アドバイスを受けたい」「誰かに話

を聞いてもらいたい」という時は、

ためらわずに下記機関まで相談を。

秘密は厳守、相談は無料です。

����

下田警察署警務課相談係

�２７－０１１０

県警察本部警察相談課犯罪被害者支

援室　�０５４－２７１－０１１０

ＮＰＯ法人静岡犯罪被害者支援セン

ター�０５４－２０９－５５３３
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　１０月１日、総務大臣から人権擁

護委員として、鈴木正志さんが委

嘱されました。

　人権擁護委員とは、差別やいじ

め、児童虐待や高齢者・障害者の

方などの人権に対する身近な相談

の窓口になってくれる方です。相

談は無料です。相談内容など秘密

は厳守します。お気軽にご相談く

ださい。
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　　　町民課　�６２－６２２２
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��　平成２４年２月１９日（日）

　　　９：００～

����　下田総合庁舎

　　　　　（下田市中５３１－１）

�����　わな猟

�����　５，２００円

　＊法律により一部試験科目が免除

　　される方は３，９００円

�����１２月１９日（月）～平成２４年

１月２０日（金）

���　賀茂農林事務所森林整備課

　　　　�２４－２０８２

�������

��　平成２４年１月７日（土）

　　　９：５０～１６：００

��　静岡労政会館６階ホール

　　　（静岡市葵区黒金町５－１）

����　法令講義、鳥獣の知識と

判別、実技講習など

���　７，０００円

　　　　（教材費、昼食代含む）

����　１１月１日（火）～３０日（水）

���　�静岡県猟友会事務局

　　　　�０５４－２５３－４２７

※この予備講習会はあくまで県猟友

会による事前の講習会です。狩猟免

許試験の申請を免除されるわけでは

ありませんのでご注意ください。
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　静岡県計量検定所

　�０５４－２７８－８３１１

　産業観光課　商工観光係

　�６２－６３００
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広報みなみいず ２０１１．１１１2１2
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　林業を志したきっかけは、水産会社に勤務してい
た頃、町内や賀茂郡内の荒廃した山をふと見たとき
に「この山をどうにかしないと」と思ったことです。
　ゼロからのスタートなので実績がなく、始めは大
木を切るなど、できる仕事を１人でやっていました。
人間関係に恵まれ会社をおこすことになり、現在は
７人の正社員とともに働いています。７人の平均年
齢は３０代。なかには、石川県出身の人もいます。

　現場の仕事はきつく、だからこそ職場は明るくし
たいです。若い人たちと汗水たらして一緒に働き、
彼らの考えをどうやってうまく反映させるかを常に
考えています。いろいろとおもしろい考えを持って
いるので、自分も勉強になります。
　若い人たちが伸びることによって会社も活気が出
てきます。彼らが先頭に立ち、やりがいを持って仕
事ができる職場を目指しています。
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　インフルエンザは、急に３８度以上の高熱が出るの

が特徴で、倦怠感・筋肉痛・関節痛などの全身症状

も強く、重症化すると脳炎や心不全を起こすことも

あり、体力のない高齢者や乳幼児などは命にかかわ

ることもあります。
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